
北区岩淵周辺地区
かわまちラボ

令和８年５月１５日

ー第３回ー



第３回かわまちラボ
日時 令和８年５月１５日（金）1４時〜 1６時
場所 荒川下流河川事務所１階 アモアホール

北区岩淵周辺地区

次第

１．第２回かわまちラボの振り返り

２. 現地調査について（４月１８日の検証報告・意見交換）

３．空間活用について（グループワーク）

４．誘導案内ツール導入の方向性について

５. 今後のスケジュール

※1と2は車中及び現地にて説明します



１．第２回かわまちラボの振り返り



１.１ 前回の振り返り
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第２回かわまちラボ（令和８年３月１８日（水）１４時〜１６時半）

（前半） 誘導案内ツール（案）及び令和８年度活動内容
（案）等を説明

（後半） 空間活用（パッケージ案の作成）を班別で検討

グループワークの様子

パッケージ（案）の作成



１.１ 前回の振り返り
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デザインワーク成果（A班〈プロセスを中心に意見交換〉）



１.１ 前回の振り返り

3

デザインワーク成果（B班〈キーワードを中心に意見交換〉）



２．現地調査について
（４月１８日の検証報告・意見交換）

※別添の「まとめシート（Ａ３の１枚）」をご確認ください



２.１ 意見交換について
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親水護岸 ※

散策路

ﾑｰﾝﾗｲﾄｽﾀﾝﾄﾞ

※親水護岸については、赤水門広場ゾーンまたはレクリエーションゾーン
で最適な箇所に1か所程度の整備を予定

①防災ステーション グラウンド

北区・子どもの水辺

芝桜 ドックラン

船着場

BBQ場

駐車場

amoa

①浮間地区荒川防災ステーション（目的：サイクリストの休憩所・拠点）との連携可能性
②堤防天端（目的：キッチンカーの設置と滞在空間）の創出可能性
③赤水門緑地（目的：ビュースポットと一体的な滞在空間）の創出可能性

③赤水門緑地前

②堤防天端

河川空間のオープン化区域に関するラボ意見の整理（アンケートにて確認予定）



３．空間活用について（グループワーク）
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３.１ 本日の活動内容について

（１）空間活用について（グループワーク）

・第２回かわまちラボでのご意見等を踏まえたパッケージ案の検証内容の整理
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３.２ グループワークについて
第２回かわまちラボでのご意見等を踏まえたパッケージ案の検証内容の整理

７月７日（火）活動④

（検証イメージ：夜の部）

18:00～
防災炊事体験（焚き火や炊事体験等）

19:07
水辺で乾杯・赤水門のライトアップ

狙い：パッケージプログラム案の検証
２部制プログラムを試行実施

（検証イメージ：午後の部）

13:00～
水上アクティビティやあらかわ号による水上から
の見学・解説

15:00～
・アモア３Fカフェ運用・テラス暫定活用
・東洋大学の研究成果発表
・運営スキームの意見交換

※当日のプログラム案の実施にあたっての準備や当日の進め方等も踏まえ、プログラム内容についての取りまとめを行います。
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３.２ グループワークについて
第２回かわまちラボでのご意見等を踏まえたパッケージ案の検証内容の整理

一般（モニター）参加プログラムを試行実施

（検証イメージ）

13:00～ シェアサイクルの体験・歴史散歩、赤羽のまち案内、駐車場の平日利用に関するアンケート
15:00～ アモア３Fカフェ運用・テラスくつろぎ体験検証（ベンチ等を配置）

令和７年度の実施の様子

11月28日（土）

狙い： RIVER SIDE FESTIVAL（指定管理者自主事業）との連携
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グループワークの流れ

【５分】
１．前回成果を踏まえ、整理したパッケージ案について、「プログラムの実施内容（２部制、コン

テンツについて）」及び将来の実施を見据えた「ご自身（所属団体）として関わるコンテンツ」

について、付箋に書き出しと簡単なご説明をお願いします。

【10分】
２．プログラム決定後、「当日に向けた必要な準備事項（物品含む）」や「当日の進め方（タイムス

ケジュール等）」について、大判MAPに記載、もしくは付箋を貼り付けながら、意見
交換を行います。

【5分】

３．班の企画案として、取りまとめるため、出された意見を基に整理をします。

※本日は次回ラボでの実証実験内容の決定に向けて、ご意見や考えられるアイデアは全て落とし込む回
となります。

３.２ グループワークについて
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グループワークのルール

＜グループワークにあたって＞

・進行がスムーズに行われるよう互いに協力しましょう。

・多くのことが言いたいときでも、なるべく他の人も参加できる

よう配慮しましょう。《対話の場です！》

・他の人の意見を頭から否定することはせず、いろいろな考えの

人がいることを理解しましょう。

３.２ グループワークについて
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各班の代表の方が、成果を発表してください！

【発表時間：各班２分程度】

３.３ グループワーク成果の発表



４．誘導案内ツール導入の方向性について



□ 第２回かわまちラボでのアンケート結果概要

ツールの種類に関わらず、誘導サインとしての効果に期待する意見が多い

• 看板・誘導サイン、デジタルサイネージの順位が高かった。

• 「現在地がわかりやすい案内板」が最も多く選択され、 「目的地への行き方の案内」など、

誘導機能を求めるその他意見があった。

□ 今後の方針

デジタルサイネージについて、令和８年度からの具体検討・試行導入を目指す

看板・誘導サインについては、令和９年度以降、整備の進行に応じ調整

• デジタルサイネージについては、赤羽イノベーションサイトより導入に着手する。また、区内

各所（区役所庁舎、会館、コミュニティバス（Kバス）、荒川下流河川事務所amoa等）への

導入についても順次検討を進める。

• 看板・誘導サインについては、設置箇所やデザイン方針などを具体化する。

• ウォールアート、デザインマンホールは、将来的な取り組みとして、引き続き検討する。

４.１ 誘導案内ツール導入の方向性について
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４.１ 誘導案内ツール導入の方向性について

Ⅰ．誘導案内ツールの導入イメージ
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・現在地の案内や目的地への誘導案内ができる「案内板」及び「告知用掲示板」の設置を検討

・設置の制約が少なく、QRコード等により様々な内容を表示可能な「路面サイン」の設置を検討

路面サイン
（道路への誘導ペイント含む）現在地がわかりやすい案内板 告知用掲示板



４.１ 誘導案内ツール導入の方向性について

Ⅰ．看板・誘導サイン（導入イメージ）
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□ 設置箇所

まち歩きのルート（かわとまちの回遊性強化）を前提に

設置箇所を検討

現在地が分かりやすい
案内板や路面サイン

目的地への行き方を案内する路
面サイン＋見どころを発信する
路面サイン

現在地やイベント情報等が
分かる告知用掲示板



４.１ 誘導案内ツール導入の方向性について

Ⅱ．デジタルサイネージ（導入イメージ）
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□ デジタルサイネージの仕様（赤羽イノベーションサイト）

• 縦横比が縦９：横３２

• 画像または動画（音無し）の出力が可能

赤羽イノベーションサイト脇のデジタルサイネージ

□ その他デジタルサイネージ

• 区役所や会館、Kバス、amoa等での導入を検討

【旧岩淵水門】、東京都北区、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示4.0 
国際（https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja）

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


４.１ 誘導案内ツール導入の方向性について

Ⅱ．デジタルサイネージ（導入イメージ）
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※ワーキンググループへの参画意向について、お聞かせください！

デジタルサイネージで使用する動画素材や構成等は、ラボメンバーの有志でワーキング

グループを設立し、具体的な検討を進行。

デジタルサイネージイメージ



5．今後のスケジュール



５.１ 活動スケジュールについて
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かわまちラボの進め方︓小さな検証を積み重ねる

かわまちラボの
活動目的

活動⑤
R８年11月
〜R9年３月

活動④
７月

活動③
５月

活動
（任意）

４月
活動②

R8 年3月
活動①

R7 年12月

行政手続き

水辺で乾杯
（7月7日）

いわぶちまち防災
オープンDAY（12月）

地域イベント

検討会

（１）
かわとまちの
回遊性

ラ
ボ

（２）
エリアの
魅力発信・PR

（３）
かわとまちの
公共空間活用

（4）
担い手の
発掘・育成

第２回（２月） 第３回（６月） 第４回 第５回

オープン化区域の検討、基本設計

●まち歩きによる
回遊性等の検証

・地域資源・拠点
の発掘

・アクセスルート
の検証

・魅力の打ち出し
方法

社
会
実
験
に
向
け
た
準
備
等

●社会実験やワークショップ等を通じた活動への誘致
●サロン等を通じた仲間探し

●ハード整備に対する意見聴取
・休憩施設、ベンチ、アモア等

●PRツールの検証
・誘導サイン・ツール
・デザインワーク（サイン等）

●公共空間活用の検証（区域含め）
・パッケージプログラム作成・検証

オープン化区域（案）
区基本設計の中間報告 ラボ検証結果報告

ラ
ボ
へ
提
示

実施設計

荒川RIVER SIDE 
FESTIVAL（11月28日）

＊以降の取組みは活動の進捗
に応じ調整

＊

●アクセス性の向上
・移動手段の検証

試験運用※

社会実験
活動成果検証

※試験運用を行うツール
は本日のラボで確認
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 第1回検討会 R7.9.26

 第2回検討会 R8.2

 第4回検討会 R8.10

・ラボメンバー信任
・今後の検討事項について

・オープン化の区域（案）
・基本設計中間報告

・かわまちラボ活動報告
・運営スキームの承認

 第3回検討会 R8.６
・基本設計の報告
・かわまちラボの中間報告

・設計・工事スケジュール等の報告
・オープン化の区域（承認）

 第5回検討会 R９.5

 R7.10.27（準備会）
 第１回 R7.12 活動① WS

 第３回 R8.5 活動③ 検証・WS

 第２回 R8.3 活動② WS

 第５回 R8.11〜R9.３ 活動⑤

 第４回 R8.7     活動④ 検証・WS

・まち歩きによる回遊性等の検証（デザインワーク①）
・地域資源・拠点の発掘・PR手法の検討

※WS︓ワークショップ

・ラボ実施内容の確認
・ハード整備／オープン化区域に対する意見交換
・アクセス性及び公共空間活用の検証（デザインワーク②）

実証実験による検証①
・アクセスルート／回遊性の向上の検証、PRの検証
・公共空間活用／オープン化区域（案）の検証
・公共空間活用の検証（デザインワーク③）

かわまち推進検討会 かわまちラボ

本日︕

次回

その①︓実証実験による検証②
・アクセスルート／回遊性の向上の検証、PRの検証
・公共空間活用／パッケージプログラム（案）の検証
その②︓ラボ案取りまとめ
・ハード整備／オープン化区域に対する意見取りまとめ

５.２ 今後のスケジュールについて

 R8.4 活動（任意） 検証


